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解 説 

市街地の南約 10㎞、後
ご

藤川
とうがわ

とその支流
しりゅう

に挟
はさ

まれた舌状
ぜつじょう

台
だい

地上
ちじょう

にあり

ます。十和田市を代表する縄文遺跡であり、１９８３年、２００６年～2009

年に 5度ほど調査がおこなわれており、縄文時代前期
ぜ ん き

～晩期
ば ん き

にいたる遺

構、遺物が多数発見されています。 

前期から中期にかけて断続的
だんぞくてき

に集落
しゅうらく

が築
きず

かれていたことが判明
はんめい

しまし

た。前期においては、前期
ぜ ん き

末葉
まつよう

を中心として、竪穴住居跡 23軒、貯蔵穴

20基、土坑 10基、埋設土器 8基が発見されており、平成 20年の調査

では長辺が 13ｍ以上を超える大型の住居跡もみつかっています。 

中期においては、竪穴住居跡 6軒、土坑 9基（貯蔵穴、土坑
ど こ う

墓
ぼ

）が発見

されています。昭和 57年の調査では、焼失
しょうしつ

住居
じゅうきょ

より多量の炭化
た ん か

種子
し ゅ し

（クリ、オニグルミなど）が出土しており、住居
じゅうきょ

の屋根
や ね

裏
うら

に保管
ほ か ん

されていた

ものではないかと推定されています。 

一方、晩期
ば ん き

においては、土坑
ど こ う

墓
ぼ

19基が発見され墓域
ぼ い き

であったことがわ



かりました。中には人骨や勾玉
まがたま

や丸玉
まるだま

などが発見されたものもあります。

また、遺構の外から完形に近い土器が多量に出土したほか、土偶
ど ぐ う

、岩偶
ぐう

、

土版
ど ば ん

、岩版
がんはん

、石
せき

棒
ぼう

、石
せっ

剣
けん

などが出土しており、祭祀
さ い し

がおこなわれたのでは

ないかと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

竪穴住居跡（縄文時代中期）        土坑墓（縄文時代晩期） 

 

 

 

 

 

注口土器         香炉形土器        台付浅鉢形土器 

 

 

 

 

 

土偶             岩偶             岩盤 

縄文時代晩期の出土遺物 


